








1.はじめに 

“うり双つ",“生きうつし"などの形容は一卵性双生児によく用いられるが,遺伝因子,環境

因子を等しくする二つの個体と考えると当然のことである。しかし双方を詳細に観察すれ

ばすべてが同じというわけではなく,おのおの微妙なニュアンスの差があった,また奇形に

関する一致・不一致の研究は,奇形遺伝の究明の一助となり得る。異常児発生要因調査(以

下本調査)中・106 組の双胎出産があったが,いくつかの情報から一致,不一致を検討し,考

察を加えた。 


